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室内視環境要素の心理的影響に関する実験的研究（第９報）

一 縮尺模型評価とスライド評価との比較

レクリェーショ ンにおける快適温熱環境に関する研究

一 環境温度が人体に及ぼす影響
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三  白勺　 視環 境の心理的快適性に関 する研究におい て，評価対象 は多 数の刺激対 象が得られや

すく， 且つ呈示 する順序を系 列的に変化 させることが 可能なス ライド ・写真・縮尺 模型 などが用

いられてい るか， 在室感や臨場感など が実大空間 とは評価に差 があ るのではないか とい う問 題が

生じて くる。前報で は， 縮尺模型評 価の位置付けを 実大空間評価 との比較により試 みた。本研究

で は，更に 縮尺模型評価と スライド 評価 との比較を ，壁面家 具の量及び配 置につ いて行 った。

方‘ 浸:　 評｛i 対 象は，広さ ８畳 の居間の10 分 の１縮尺模型を 用い た。家具量（ 空間占有率 ）を

変化要因 とし， 家具配置Ｉ型 の場合は ４～8  ％,   n 型 ・ Ｌ型 の場合は ５～9  % で そ れぞ れ5 段 階

の合計15 対 象とし て，同 一対象を3  回 ずつ， ランダ ムに呈示し た。評定項目 は，前報 の家 具の量

及び配 置の空澗 効果 の因 子構造 に基づいて， 空間 の快 適ii.を 価 値付け る〈 親しみや すさ ＞＜居心

地の良 さ ＞と.  活i) 性 に 関 わる＜豪華さ ＞＜変化 に富ん だ＞を 選んだ。物理 量と心理量 の対 応を

よlorn ら か にする ためにM  E 法 で 把握し. 併 せて 前報のS  D 法 の 結果 との比較を行 った。ス ライ

ド評価 は， 上記の縮尺 模型を ス ライド届 影し,    同 様に 検討した。

糸古^ﾆ　 〈 豪華さ ＞〈 変化に富ん だ＞について は， 縮尺模型と スライドの評価 は共に. 物 理 量

と心理 量がよ ＜対応しており. 家 具量の多 い時に 評価が高 ＜.   ＜ 親し みやすさ ＞＜居心地の良さ

＞について は,   1 型 は ６～1  ％，h 型 は1  ％，n 型 は ７～8  % で 評 価が高 かった。ｎ型 は分散し

た配 置のため, 縮 尺 模型 と スライド の評価で は奥 行感に若干 の違 いがみら れたが, 壁 面家 具の量

及び配置 の空間 効果において，両対 象空間で ほぽ同 様の結果が 得られるこ とがわかった。 また，

前報の縮尺模型 と実大空間 の評 価のS  D 法 に よ る結果とも類似し た傾向を示して おり ， スライド

評価 の妥 当性か認めら れた。更にS  D 法 によ るスラ イド 評価の結果と の比較・検討を行 った。
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＜目的 ＞　 既輔）にひ き続 き ，冬期に,お い て温熱環 境の人 体へ の影響を 把握 するために ，人 工気 候

室 において 環 境・運 動条 件設 定の下 に自転車 エルゴメ ータ ーにより 運動を 負荷し，人 体 の生 理的

・心 理的 反 応を 測定 し｡， 夏期 との比 較を 行っ た。

＜方 法 ＞　 実 験は ，既球）と同 様な方 法で皮膚 温 ，直腸 温 ，心拍数 ，代謝 量 ，体重 減少量お よび 主

観串 告の測定 を 行 った。 設定気 温 はlO'c  ,   15'c ,   20℃ の3 段 階で とし ，夏 期実験 と同じ 被 験者 ４

名を 用い て行 っ た。 運 動強度 は25W,    50W,    75W の3 段 階 とし た。

〈 結果 ＞　 実験 は1986 年 ２月 に実施 した。 ①平均皮膚 温 と直腸温を ２： レ

温か高 くなる と， 温冷 感申 告も 暑い側 の申 告とな って い る。 温熱 的中 性申告時 の平均体 温 は34'c

～35 ℃で あり. 夏 期より も約1  ℃ 低 くな って いる。 ②代謝 量 は安 静時 ・運動時 ともに気 温20 ℃ で

最 も少 な くなって おり. 夏 期 の気温20 ℃ の代謝 量に比 べ，冬 期の方 が約lO ％ 大き くな ってい る。

③水分蒸 発放 熱量 は安 静時 におい て少ない が,  il動 時 に は代 謝量に比 例して 増加し ，また， 代謝

量が200 W ／ ㎡を 越 える と ，よ り顕 著な増加が みら れる･。 ④心拍 数は安静時 では気 温15 ℃ で最 も

少な くなって い る。 運動時 で は気温lot が 最 も少 な く ，気温 が低い ほど心 拍数が少な くな ると考

え られる。 心拍 数が 増加 する と代m 量 も増加し， 心 拍数 と代謝 量と の間 には直線関 係が 認め られ ，

心拍数 は代 謝量を 推定 す るた めの指 標となりう ると考え ら れる。 ⑤人体 の熱 収支 バラ ンス量は ，

安静時で は産熱 より 放熱 が 大き くなってい るが，運 動時で は放熱 より も産熱が 大き くなってお り

貯熱m と なって い る。 また， 産熱 量が大に なると ，直腸 温の上昇 度 も大 き くなってい る。
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